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本研究では、炎症やアレルギーにかかわるサイトカインの産生をつかさどる新規分子群

の役割を解析し、生活習慣病やアレルギー性疾患の病態解明を目指し、また機能食品など

の治療・予防効果を検討するための疾患モデル動物の作成を目指す。特に、炎症の誘導や

抑制に重要な役割を果たす、IL-12関連サイトカイン IL-27の役割について詳細な検討を行
い、その生活習慣病やアレルギー性疾患の病態形成における役割を明らかにする。 

 
アレルギー性疾患に関しては、抗原感作性気道過敏症（喘息）のモデル実験において、

IL-27受容体を欠損したマウスにおいて、気道抵抗や組織のリモデリングの明らかな増悪を
認めた。（図）この結果を、J. Immunol.誌に発表した。（J Immunol 175:2401-2407.）
さらに、アレルギー性疾患のモデル実験として、同WSX-1欠損マウスを用いて、１）花粉
症のモデルとして抗原感作性アレルギー性鼻炎モデル実験、2）アトピー性皮膚炎のモデル
として、接触性皮膚炎・遅延型過敏症（DTH）のモデル実験を遂行中である。同様の視点
から、作成済みの IL-27欠損マウスにおける一連の実験も計画している。 
炎症を背景とする生活習慣病における IL-27の役割に関しては、1）動脈硬化のモデルと

して、LDL 受容体を欠損し動脈硬化を発症するマウスとの交配によって、IL-27 受容体、
あるいは IL-27との二重欠損マウスを作成中である、２）脂肪細胞における IL-27受容体、
あるいは IL-27 の発現を検討しており、脂肪細胞
の増殖や分化、また、いわゆるアディポサイトカ

インの産生における IL-27 の役割を解析している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 IL-27 受容体（WSX-1）を欠損するマウス
における、気道抵抗の亢進（上）と、組織変化

（下）。WSX-1 欠損マウスでは、抗原感作・チ
ャレンジ後に気道粘液の産生過多や、気管支上

皮の過形成、気管支狭小化を認める。 
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